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この広報紙には、皆さんの会費と 
赤い羽根共同募金が使われています。 

ウェブサイト http://www.kakamigahara-shakyo.jp/

社協那加一支部の方の指導のもと、車いす体験学習会が那加第一小学校4年生を対象

に行われました。少しの段差でも、車いすの人はたいへん。街で車いすの方を見かけ

た時にお手伝いができたら素敵ですね。

サポート君 



2011年7月15日 社協 

     

○
理
事
会
・
評
議
員
会
の
開
催 

○
会
員
の
募
集
、
自
主
財
源
の
確
保 

・
一
般
会
員
3
6,
3
8
1
世
帯 

・
賛
助
会
員
8
9
5
法
人
・
１１
団
体 

  

○
第
４４
回
社
会
福
祉
大
会
の
開
催 

　
（
約
1,
1
0
0
人
参
加
） 

・
福
祉
関
係
功
労
者
の
表
彰 

・
石
原
良
純
さ
ん
の
講
演 

☆
社
協
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
サ
ポ
ー
ト

　
君
」
の
ピ
ン
バ
ッ
ジ
と
ス
ト
ラ
ッ

　
プ
作
成 

  

    

○
市
民
福
祉
講
座
の
開
催
（
3
2
8

　
名
参
加
） 

☆
近
隣
ケ
ア
グ
ル
ー
プ
活
動
の
支
援

　
（
登
録
数
2
8
6
グ
ル
ー
プ
・
　

　
　
1,
9
2
0
名
） 

○
障
が
い
者
卓
球
教
室
の
開
催 

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト 

　
セ
ン
タ
ー
事
業
の
受
託
運
営 

・
登
録
2
4
8
名 

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
実
績
5
1
1
件 

・
会
員
交
流
会
の
開
催
（
７２
名
参
加
） 

○
口
腔
機
能
向
上
・
栄
養
改
善
講
座

　
の
開
催 

　
（
8
回
、
１６
名
参
加
） 

○
車
い
す
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
資

　
材
の
貸
出 

☆
中
部
学
院
大
学
と
の
包
括
的
連
携

　
に
関
す
る
協
定
締
結 

  

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
・
登
録
・
斡
旋 

・
登
録
数
８８
団
体（
2,
5
9
9
名
） 

・
個
人
８７
名
　
新
規
登
録
6
団
体 

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
開
催 

・
手
話
（
入
門
12
名
・
基
礎
10
名
）、 

　
要
約
筆
記
（
基
礎
3
名
・
応
用
１

　
名
）、
音
訳
（
5
名
） 

〇
収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ロ
ン
の
開

　
設
（
11
回
、
71
名
参
加
） 

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
の
加
入 

  

     

○
利
用
者
登
録
　
1
0
4
名 

○
利
用
実
績
　
1,
7
4
1
件 

  

○
福
祉
教
育
の
推
進 

・
車
い
す
、
ア
イ
マ
ス
ク
体
験
、
総

　
合
的
な
学
習
へ
の
講
師
派
遣 

☆
福
祉
推
進
校
事
業
（
小
・
中
学
校

　
全
25
校
・
各
務
原
養
護
学
校
） 

○
第
29
回
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

○
母
子
父
子
福
祉
事
業
へ
の
支
援 

○
お
達
者
で
ク
ッ
キ
ン
グ
の
開
催
　

　
（
2
回
） 

○
社
協
か
か
み
が
は
ら
の
発
行（
4
回
） 

  

○
継
続
契
約
26
件
・
新
規
11
件 

○
生
活
支
援
員
研
修
会
の
開
催 

  

○
新
規
貸
付 

・
総
合
支
援
資
金
33
件 

・
福
祉
費
4
件 

　
緊
急
小
口
資
金
33
件 

○
相
談
件
数
5
8
5
件 

○
高
額
療
養
費
貸
付
2
8
0
件 

   
○
開
設
日
数
1
4
0
日 

　
1,
0
6
0
名
利
用 

           

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　
の
発
行
（
3
回
） 

○
高
齢
者
包
括
ケ
ア
会
議
の
開
催（
3
回
） 

○
つ
な
が
り
交
流
会
の
開
催
（
6
回
） 

☆
つ
な
が
り
声
か
け
マ
ッ
プ
作
成
・

　
配
布 

○
総
合
相
談
支
援 

　
相
談
件
数
　
5
6
7
件 

○
介
護
予
防
プ
ラ
ン
の
作
成 

　
2,
2
9
2
件 

○
地
域
で
の
出
前
講
座 

　
介
護
予
防
教
室
等
79
件 

○
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
ハ
ウ
ス
等
へ
の 

　
健
康
指
導
1
0
3
回 

  

○
居
宅
介
護
支
援
事
業 

・
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
1,
8
2
0
件 

○
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
事
業 

・
2,
5
4
9
名 

○
訪
問
入
浴
介
護
事
業
2
1
3
名 

○
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業 

・
5,
1
9
3
回
利
用 

・
秋
祭
の
開
催 

平
成
２２
年
度
　
事
業
報
告
・
決
算 

「
さ
さ
え
て
　
さ
さ
え
ら
れ
て
　
み
ん
な
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」
 

の
基
本
構
想
を
も
と
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
会
費
等
を
財
源
と
し
て
次
の
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
☆
は
新
規
事
業
 

法
人
運
営
事
業
 

企
画
広
報
事
業
 

     

○
支
部
社
協
活
動
の
充
実
・
強
化 

　
メ
ニ
ュ
ー
事
業
（
助
成
事
業
）
の

　
推
進 

○
支
部
長
会
の
開
催 

○
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
ハ
ウ
ス
の
推
進
・

　
立
ち
上
げ
支
援 

（
新
規
3
ヶ
所
含
み
６７
ヶ
所
） 

○
支
え
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
塾
の
開
催 

　
（
7
日
、
３５
名
修
了
） 

☆
支
え
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
・
フ
ォ
ロ
ー

　
ア
ッ
プ
研
修
の
開
催
（
2
回
） 

○
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
ハ
ウ
ス
の
つ
ど
い

　
の
開
催
（
4
2
1
名
参
加
） 

 

地
域
福
祉
活
動
事
業
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業
 

福
祉
有
償
運
送
事
業
 

共
同
募
金
配
分
事
業
 

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
 

生
活
福
祉
資
金
等
貸
付
事
業
 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
 

介
護
保
険
事
業
等
 

高
齢
者
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
 

川
島
園
事
業
 

ふれあいサロン不動丘（健康講話と血圧測定） ふれあいサロン不動丘（健康講話と血圧測定） 

ファミリーサポート会員交流会 ファミリーサポート会員交流会 

デイサービスセンター秋祭の様子 



社協 2011年7月15日 

会費収入22,276,900

その他の収入695,880

積立預金取崩収入 
15,843,404

経理区分間繰入金収入 
32,921,069

受取利息配当金収入 
1,820,056

雑収入50,700

補助事業等収入 
16,433,005

自立支援等収入 
11,031,320

介護保険収入 
132,192,966

負担金収入631,000
共同募金配分金収入 
14,730,008

貸付事業等収入 
32,000

事業収入 
3,015,888

受託金収入 
37,079,583

助成金収入 
10,106,000

経常経費補助金収入 
　41,391,000

寄付金収入6,470,629

老人デイサービス事業 
39,065,298

訪問入浴介護事業 
10,851,371

ホームヘルプ事業 
58,563,849

居宅介護支援事業 
22,915,201

地域包括支援センター事業 
19,499,480

川島園デイサービス事業4,081,197

生活福祉資金等貸付事業918,002

日常生活自立支援事業3,765,576

共同募金配分事業15,134,210

福祉移送事業 
1,081,178

ボランティアセンター 
事業1,272,160

地域福祉活動事業 
21,254,412

企画広報事業 
2,147,050

法人運営事業 
107,159,324

￥346,721,408

￥307,708,308

役職名 役　職　名 氏　　名 

会　長 市長 森　　真 

常務理事 市社会福祉協議会常務理事 紙谷　　清 

理　事 市議会議長 浅野　健司 

理　事 市自治会連合会長・稲羽川島自治会連合会長 松尾　誠司 

理　事 市民生委員児童委員協議会長 花田　澄子 

理　事 那加自治会連合会長 後藤　　勇 

理　事 鵜沼自治会連合会長 長縄　祐吉 

理　事 蘇原自治会連合会長 横山 隆一郎 

理　事 那加東地区民生委員児童委員協議会長 有我　　尉 

理　事 稲羽地区民生委員児童委員協議会長 高井　鼎治 

理　事 鵜沼西地区民生委員児童委員協議会長 服部　光成 

理　事 川島地区民生委員児童委員協議会長 加藤　　博 

理　事 商工会議所副会頭 高安　義英 

理　事 市医師会長 木田　惠次 

理　事 県身体障がい者福祉協会各務原支部長 藤丸　勝義 

理　事 市シニアクラブ連合会長 澤田　佳辰 

理　事 市手をつなぐ育成会長 伊藤 佐代子 

理　事 市食生活改善協議会長 羽場　富子 

理　事 福祉事務所長 五藤　龍彦 

監　事 社会福祉経験者 石田　行男 

監　事 市倫理法人専任監事 橋本　康代 

社
協
会
費
は

社
協
会
費
は 

　 
　
　
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
財
源
で
す

　
　
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
財
源
で
す 

　
本
年
も
8
月
を
社
協
会
員
・

会
費
募
集
月
間
と
し
て
、
自
治

会
長
さ
ん
、
組
長
・
班
長
さ
ん

の
ご
協
力
に
よ
り
、
会
員
・
会

費
募
集
を
行
い
ま
す
。 

　
会
費
は
市
全
体
の
福
祉
事
業

は
も
ち
ろ
ん
、
支
部
社
協
活
動

や
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
ハ
ウ
ス
事
業

な
ど
地
域
の
福
祉
活
動
の
貴
重

な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
お
互
い
に
支
え
あ
い
、
住
民
が

主
役
と
な
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
も
市
民
の
皆
さ

ま
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。 

　
ま
た
、
法
人
・
事
業
所
の
皆
さ

ま
に
は
、
民
生
委
員
児
童
委
員
さ

ん
を
通
じ
て
賛
助
会
費
の
募
集
を

依
頼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
何
卒
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。 

単位：円 

単位：円 

収入の部 

支出の部 

当期資金収支差額合計 ￥39,013,100

社協役員紹介  （敬称略・順不同) 平成22年度　資金収支計算報告書 平成22年度　資金収支計算報告書 平成22年度　資金収支計算報告書 

前四ふれあいおしゃべり会（社協那加三支部） 

社協那加一支部健康づくり講座（ボールリレー） 

社
協
会
費
は 

　 
　
　
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
財
源
で
す 



2011年7月15日 社協 

民生委員 

自治会長 

友人 

近隣ケアグループ 

お隣さん 

　
各
務
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
市
か
ら
委
託
を
う
け
て

近
隣
ケ
ア
グ
ル
ー
プ
活
動
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今

年
度
は
、
2
9
0
グ
ル
ー
プ
、

2
0
0
8
人
に
登
録
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
 

　
家
族
間
や
地
域
住
民
の
つ
な
が

り
や
関
係
が
希
薄
化
す
る
中
で
、

地
域
か
ら
孤
立
し
、
日
々
の
生
活

に
不
安
を
抱
え
る
人
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
 

　
市
社
協
で
も
支
部
社
協
活
動
や

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
ハ
ウ
ス
な
ど
地
域

住
民
に
よ
る
仲
間
づ
く
り
が
活
発

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

毎
日
の
生
活
を
安
心
し
て
過
ご
す

た
め
に
は
、
同
じ
地
域
に
住
む
、

よ
り
多
く
の
方
か
ら
の
日
常
的
な

見
守
り
や
助
け
合
い
が
必
要
と
な

っ
て
き
ま
す
。
 

　
近
隣
ケ
ア
グ
ル
ー
プ
活
動
は
、
 

な
ぜ
、
近
隣
ケ
ア
グ
ル
 

ー
プ
が
必
要
な
の
？
 

声
か
け
か
ら
は
じ
ま
る
 

　
　
近
隣
ケ
ア
グ
ル
ー
プ
活
動
 

１
．
は
じ
め
は
、
声
か
け
 

２
．
困
っ
た
と
き
は
お
知
ら
せ
を
 

３
．
見
守
る
こ
と
で
安
心
を
 

４
．
つ
な
げ
る
、
つ
な
が
る
活
動
 

「
声
か
け
て
　
見
守
り
な
が
ら
　
つ
な
ぐ
　
ご
近
所
」
 

近
隣
ケ
ア
グ
ル
ー
プ
活
動
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
み

ま
し
た
。
合
言
葉
の
よ
う
に
、
ま
ず
で
き
る
こ
と
か
ら
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

 　
ま
ず
は
、
意
識
し
て
ご
近
所
さ

ん
に
あ
い
さ
つ
や
声
か
け
を
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
何
回
か
声
を
か
け

て
い
く
と
、
お
の
ず
と
顔
見
知
り

に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
顔
が

見
え
る
関
係
が
で
き
る
と
、
話
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
難
し

く
考
え
ず
に
、
地
域
を
ち
ょ
っ
と

気
に
か
け
て
み
な
さ
ん
に
あ
い
さ

つ
、
声
か
け
を
は
じ
め
て
み
ま
し

ょ
う
。
 

  　
話
を
す
る
う
ち
に
困
り
ご
と
や

難
し
い
内
容
の
相
談
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
は
、
ま
ず

民
生
委
員
・
児
童
委
員
さ
ん
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
自
治
会

長
さ
ん
に
も
伝
え
な
い
と
解
決
で

き
な
い
場
合
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
複
雑
な
問
題
や
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
市

役
所
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

社
会
福
祉
協
議
会
へ
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
 

  　
 

             　
気
に
な
る
方
を
多
く
の
人
で
見

守
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
人
は
安

心
し
た
生
活
が
で
き
ま
す
。
地
域

の
「
さ
り
げ
な
い
」
見
守
り
活
動

で
、
い
ざ
と
い
う
時
や
自
分
た
ち

の
住
む
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
っ

て
い
く
と
い
う
絆
を
育
て
ま
し
ょ

う
。
 

  　
声
か
け
や
あ
い
さ
つ
は
一
人
で

も
で
き
ま
す
が
、
一
緒
に
活
動
で

き
る
人
が
増
え
れ
ば
、
見
守
り
活

動
も
広
が
り
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
員

一
人
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う

役
割
分
担
を
す
る
話
合
い
を
も
っ

た
り
、
ほ
か
の
グ
ル
ー
プ
と
情
報

交
換
を
図
れ
ば
活
動
が
次
に
つ
な

が
り
、
楽
し
さ
も
よ
り
感
じ
ら
れ

ま
す
。
 

近
隣
ケ
ア
グ
ル
ー
プ
活
動
っ
て
 

何
を
し
た
ら
い
い
の
？
 

 

市役所高齢福祉課 

地域包括支援センター 

支部社協 

近隣ケアグループの役割 
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１
．
雄
飛
ヶ
丘
市
営
住
宅
 

　
　
で
の
取
り
組
み
 

活
動
の
ヒ
ン
ト
 

２
．
鵜
沼
三
ッ
池
町
で
の
 

　
　
取
り
組
み
 

活
動
の
ヒ
ン
ト
 

声
か
け
や
見
守
り
を
通
し
て
支
援

が
必
要
な
人
を
そ
の
地
域
で
支
え

る
取
り
組
み
で
す
。
 

　
こ
の
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

地
域
生
活
に
お
い
て
孤
立
す
る
こ

と
な
く
、
日
々
の
暮
ら
し
を
安
心

し
て
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
緊
急
時
や
災
害
時
に
も
住

民
同
士
が
助
け
合
い
、
早
く
適
切

に
対
応
で
き
る
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
 

声かけや見守り活動のヒント 

   

 「
孤
独
死
だ
け
は
」
の
思
い
か
ら

互
い
に
見
守
る
花
飾
り
 

 　
近
く
の
市
営
住
宅
で
孤
独
死
が

あ
り
、「
孤
独
死
は
寂
し
い
か
ら
」

と
那
加
雄
飛
ヶ
丘
市
営
住
宅
に
住

む
8
世
帯
で
、
お
互
い
に
見
守
る

手
立
て
が
な
い
か
と
住
民
の
ひ
と

り
が
民
生
委
員
さ
ん
に
相
談
さ
れ

ま
し
た
。
以
前
、
一
人
暮
ら
し
の

男
性
が
心
配
で
「
ピ
ン
ポ
ー
ン
」

と
玄
関
の
チ
ャ
イ
ム
を
押
し
て
も

返
事
が
な
く
、
連
絡
も
取
れ
ず
に

困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
自

治
会
長
さ
ん
や
班
長
さ
ん
に
も
相

談
し
、
回
覧
版
も
声
を
か
け
て
渡

す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

に
加
え
て
自
分
た
ち
が
ま
ず
で
き

る
こ
と
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
 

　
民
生
委
員
さ
ん
と
の
話
の
な
か

で
、「
毎
日
朝
、
夕
と
自
宅
の
前
に

花
を
飾
り
、
元
気
だ
よ
と
い
う
こ

と
を
確
認
し
あ
っ
て
み
た
ら
」
と

い
う
話
に
な
り
、
さ
っ
そ
く
１
０

０
円
シ
ョ
ッ
プ
で
造
花
を
購
入
し

ま
し
た
。
 

　
8
世
帯
全
て
の
住
民
が
玄
関
先

に
朝
、
花
を
飾
っ
て
夕
方
、
取
り

込
む
。
花
が
出
て
い
な
け
れ
ば
声

を
か
け
、
話
を
す
る
き
っ
か
け
に

も
な
り
、
状
況
を
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
 

　
花
を
飾
っ
て
お
互
い
に
見
守
り

合
う
こ
と
は
、「
気
に
か
け
て
く
れ

る
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り

が
た
い
」
と
抵
抗
な
く
受
け
い
れ

て
い
た
だ
い
た
よ
う
で
す
。
助
け

る
側
、
助
け
ら
れ
る
側
で
は
な
く
、

ご
近
所
さ
ん
同
士
が
互
い
に
気
に

か
け
あ
う
こ
と
で
自
然
と
見
守
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
 

     　
散
歩
を
し
な
が
ら
声
か
け
の
ご

近
所
め
ぐ
り
 

 　
早
朝
、
犬
の
散
歩
を
し
な
が
ら

ご
近
所
に
声
か
け
を
し
て
回
る
近

隣
ケ
ア
グ
ル
ー
プ
の
A
さ
ん
。
 

　
ご
近
所
に
は
一
人
暮
ら
し
の
方

や
高
齢
者
世
帯
が
多
く
、
毎
日
住

宅
街
を
歩
い
て
い
る
と
、
高
齢
の

方
は
感
心
す
る
ほ
ど
毎
日
規
則
正

し
い
生
活
を
し
て
い
る
こ
と
に
気

づ
い
た
の
で
す
。
 

　
最
初
に
家
を
出
た
右
側
の
お
宅

は
、
水
や
り
な
ど
し
て
お
庭
を
手

入
れ

す
る

お
じ
 

い
さ
ん
。

「
お
は
よ

う
ご
ざ
い

ま
す
！
」

と
あ
い
さ
つ

を
交
わ
し
ま
す
。
し
ば
ら
く
歩
く

と
、
雨
戸
が
開
い
て
い
る
か
確
認

す
る
気
に
な
る
高
齢
者
の
お
宅
が

目
に
入
り
ま
す
。「
あ
ぁ
、
今
日
も

元
気
に
起
き
ら
れ
て
い
る
な
」
と

ひ
と
安
心
。
次
に
反
対
側
の
お
宅

に
目
を
移
す
と
、
窓
は
閉
ま
っ
て

い
る
も
の
の
、
部
屋
の
奥
の
イ
ス

に
腰
か
け
て
手
を
振
っ
て
微
笑
ん

で
く
れ
て
い
る
お
じ
い
さ
ん
。「
お

元
気
そ
う
だ
」
と
思
わ
ず
A
さ
ん

も
に
っ
こ
り
と
微
笑
み
大
き
く
手

を
振
り
歩
き
ま
す
。
 

　
カ
ー
テ
ン
が
閉
ま
り
っ
ぱ
な
し

の
お
宅
を
見
つ
け
る
と
、「
心
配
だ

か
ら
帰
り
に
も
う
一
度
通
っ
て
み

よ
う
」
と
気
に
か
け
ま
す
。
 

　
毎
日
の
散
歩
で
も
、「
カ
ー
テ
ン

が
開
い
て
い
る
か
な
」
、「
新
聞
は

ち
ゃ
ん
と
と
ら
れ
た
か
な
」
な
ど

ち
ょ
っ
と
ご
近
所
さ
ん
を
気
に
か

け
て
歩
く
こ
と
が
、
だ
れ
で
も
気

軽
に
は
じ
め
ら
れ
る
見
守
り
活
動

の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
 



2011年7月15日 社協 

　
私
は
震
災
後
テ
レ
ビ
か
ら
伝
え

ら
れ
る
被
災
地
の
状
況
を
見
て
、

居
て
も
立
っ
て
も
居
ら
れ
な
く
な
り
、

ち
ょ
う
ど
時
間
に
余
裕
が
あ
っ
た

た
め
、
5
月
に
１
週
間
か
け
て
宮

城
県
気
仙
沼
市
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
東
北
地
方

へ
行
く
の
は
初
め
て
で
し
た
し
、

各
務
原
か
ら
1,
0
0
0
㎞
近
く
あ

る
の
で
、
一
人
で
車
を
運
転
す
る

の
は
多
少
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、

「
な
に
か
役
に
立
ち
た
い
！

今
し
か
で
き
な
い
！
」
と

い
う
思
い
が
勝
り
ま
し
た
。 

　
東
北
に
入
り
海
辺
が
近

づ
く
に
つ
れ
て
、
建
物
が

津
波
の
影
響
な
の
か
ボ
ロ

ボ
ロ
に
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
た
だ
、
私
は
そ
れ
な

り
の
覚
悟
を
持
っ
て
挑
ん

で
い
た
た
め
、
冷
静
に
受

け
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
現
地
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
着
く
な

り
す
ぐ
に
作
業
に
と
り
か

か
り
ま
し
た
。
私
が
お
こ
な
っ
た

作
業
は
、
屋
根
が
流
さ
れ
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
家
の
解
体
と
、
が

れ
き
を
ガ
ラ
ス
、
木
材
、
金
属
に

仕
分
け
し
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台

に
載
せ
る
作
業
が
中
心
で
し
た
。

と
に
か
く
量
が
多
く
、
重
さ
も
か

な
り
あ
っ
て
大
変
な
作
業
で
し
た
。

　
現
場
の
被
災
さ
れ
た
方
と
は
、

あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
程
度
の
関
わ

り
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

被
災
地
で
暮
ら
す
姿
を
目
の
当
た

り
に
し
て
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
大
き
な
災
害
が
起
き

た
と
き
は
、
国
や
県
、
市
町
村
が

何
と
か
し
て
く
れ
る
も
の
だ
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ

ほ
ど
の
大
き
な
災
害
だ
と
必
ず
し

も
そ
う
と
は
限
ら
な
い
こ
と
。
自

分
を
守
る
の
は
自
分
で
あ
り
、
家

族
を
守
る
の
は
自
分
た
ち
家
族
。

地
域
を
守
る
の
は
行
政
だ
け
で
は

な
く
、
住
民
で
あ

る
自
分
た
ち
で
あ
る
。

住
民
同
士
が
声
を

か
け
あ
い
・
そ
れ

ぞ
れ
が
役
割
を
担

い
協
力
し
あ
い
な

が
ら
生
活
し
て
い

ま
し
た
。
国
を
守

る
の
も
、
自
分
た

ち
国
民
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？ 

　
近
い
将
来
、
東

海
地
震
・
東
南
海

地
震
が
起
こ
る
可

能
性
が
非
常
に
高
い
と
い
う
こ
と

は
皆
さ
ん
も
知
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

自
分
や
大
切
な
家
族
を
守
る
準
備

は
で
き
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？
今

回
の
東
日
本
大
震
災
で
学
ん
だ
教

訓
を
生
か
す
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？ 

　
私
も
家
族
と
災
害
に
つ
い
て
話

し
合
い
、
自
分
・
家
族
を
守
る
た

め
防
災
グ
ッ
ズ
の
点
検
を
し
た
と

こ
ろ
で
す
。 

ボランティアに 
参加して 
 

岡部　幹　さん 
　　　　　　 （22才） 

き
ゃ
は
ん
 

現地に行って 

杉本隆宏さん 
　　　　  （64才） 

　
４
月
18
〜
21
日
岐

阜
県
が
派
遣
し
た
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊

の
活
動
に
参
加
し
、

岩
手
県
大
槌
町
で
活

動
し
た
。
天
候
が
悪

か
っ
た
た
め
現
地
で

の
実
際
の
活
動
は
、

19
日
と
20
日
の
各

半
日
で
計
4
時
間
ほ

ど
だ
っ
た
が
、
被
災

地
に
行
っ
て
は
じ
め

て
わ
か
る
こ
と
が
幾

つ
か
あ
っ
た
。 

　
我
々
の
主
な
作
業

は
、
津
波
の
た
め
に

床
下
や
庭
先
に
積
も

っ
た
汚
泥
を
排
出
す

る
こ
と
で
、
約
3
㎝

ほ
ど
積
も
っ
た
汚
泥

は
、
よ
く
観
察
す
る

と
下
か
ら
砂
・
土
・

油
分
を
含
ん
だ
泥
の

三
層
に
な
っ
て
い
た
。

庭
先
で
は
元
の
庭
面
と
堆
積
し
た
汚
泥
層
が
は

っ
き
り
と
分
か
れ
る
け
れ
ど
、
床
下
な
ど
の
砂

利
部
分
に
堆
積
し
た
汚
泥
は
砂
利
ご
と
掻
き
出

す
事
に
な
る
。
汚
泥
は
水
を
含
ん
で
い
る
の
で

と
て
も
重
く
、
女
性
で
は
無
理
な
作
業
だ
。 

　
作
業
の
服
装
で
は
、
エ
プ
ロ
ン
と
腕
カ
バ
ー
は
、

泥
汚
れ
防
止
に
役
立
っ
た
。
特
に
腕
カ
バ
ー
を

ゲ
ー
ト
ル(

脚
絆)

代
わ
り
に
使
っ
て
み
た
が
、
足 

回
り
が
す
っ
き
り
し
て
動
き
や
す
か
っ
た
。
作
業
の
足
場

が
悪
く
あ
ち
こ
ち
に
釘
が
出
て
い
た
り
す
る
の
で
、
中
敷

き
に
鉄
板
が
入
っ
た
安
全
靴
着
用
が
ベ
ス
ト
で
半
袖
シ
ャ

ツ
で
は
怪
我
を
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
が
解
っ
た
。 

　
道
路
の
あ
ち
こ
ち
に
は
、
仮
設
ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
て

い
た
。
近
く
に
公
共
ト
イ
レ
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
一

般
住
宅
の
ト
イ
レ
を
借
用
す
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
。
仮

設
ト
イ
レ
は
、
作
業
途
中
に
土
足
の
ま
ま
で
使
用
出
来
る

の
で
と
て
も
重
宝
だ
っ
た
。

　
ま
た
、
被
災
地
に
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
装
っ
て
犯

罪
を
企
て
る
者
も
入
り
込

ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
だ

っ
た
。
こ
の
た
め
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

セ
ン
タ
ー
が
受
け
付
け
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
こ

と
を
示
す
ワ
ッ
ペ
ン
を
配

布
し
て
犯
罪
を
防
止
す
る

工
夫
を
し
て
い
た
。
我
々

に
と
っ
て
は
、
着
衣
に
貼

り
付
け
た
こ
の
ワ
ッ
ペ
ン

と
自
分
の
名
前
を
書
い
た

　
ガ
ム
テ
ー
プ
片
が
、
身

　
　
分
証
明
書
の
役
割
を
果 

　
　
た
し
て
く
れ
た
。 

 

鵜沼大伊木町 

尾崎南町 

もとき 
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祝祝

知的障がい児との「夏休みふれあい 
　　　　　キャンプ」ボランティア募集 

　あじさいの会（野村武代表）が、創立30周年を迎え、6月15
日、これを祝う集いを開催しました。視覚障がい者の利用者（リ
スナー）を含め、およそ50人の参加者は、あじさいの花に彩ら
れた会場で、創設期を懐かしみ、手作りのクッキーやコーラス
を楽しみながら、和やかなひと時を過ごしました。 
　代表は「ボランティアのほうこそ、リスナーの励ましに元気
をもらっている」と語っていました。 

日時　8月19日（金）午前9時から 
　　　8月20日（土）午後3時頃まで 
場所　少年自然の家（鵜沼小伊木町） 
内容　知的障がい児（主に小中学生）のキャンプに参加
　　　し、ゲームや食事づくりなどの活動を共にするこ
　　　とにより、障がいについての理解を深める。 
参加費　無料 
募集人員　6名（高校生以上で宿泊できる方） 
締切り　7月31日（日） 
申込み　各務原市手をつなぐ育成会 
　　　　連絡先　大谷　1058（384）8313 
　　　　　　　　金森　1058（370）2855

　聴覚に障がいがある方に、講演や研修会の場でOHP

に内容を書き写して伝えるものが「要約筆記」です。

また、個人の場合には紙に筆記する形で言葉を伝えます。 

　講演会や研修会、また病院や公的機関での手続きの

際などに、こういった要約筆記活動をしていただく方

を養成する講座を開催します。 

　文字を書くことが好きな方、楽しく学びませんか。 

■日　程　9月3日～12月17日までの毎週土曜日 

　　　　　（全16回） 

■時　間　午前9時30分～11時30分 

■会　場　総合福祉会館研修室 

■講　師　要約筆記サークル「かがみの会」他 

■定　員　15名（定員になり次第しめきります） 

■受講料　1,050円（テキスト代） 

■申込み　総務課 

　　　　　電話　058（383）7610

書いて伝える気持ちや言葉 
　　　 ～要約筆記奉仕員養成講座～ 

　
私
た
ち
、「
き
の
実
」
は
„
０

才
児
か
ら
本
の
楽
し
み
を
覚
え
て

も
ら
え
る
よ
う
に
“
と
の
思
い
か

ら
グ
ル
ー
プ
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

同
じ
職
場
ど
う
し
の
気
心
が
知
れ

た
仲
間
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
と

の
ふ
れ
合
い
を
楽
し
み
つ
つ
、
良

い
絵
本
と
の
出
会
い
を
広
め
て
行

け
れ
ば
と
の
思
い
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
 

　
地
元
鵜
沼
地
区
の
小
学
校
を
は

じ
め
、
幼
稚
園
等
に
も
「
絵
本
読

み
聞
か
せ
活
動
」
と
し
て
積
極
的

に
訪
問
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
放

課
後
子
ど
も
教
室
の
一
員
に
も
加

え
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
と

の
交
流
を
広
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
 

　
今
後
は
、
さ
ら
に
良
い
絵
本
と

の
出
会
い
を
求
め
、
こ
れ
か
ら
ま

す
ま
す
子
ど
も
た
ち
に
絵
本
の
楽

し
み
を
覚
え
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
私
た
ち
自

身
も
絵
本
読
み
聞
か
せ
の
練
習
に

励
み
、
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し

ま
す
。
今
後
は
、
親
子
教
室
に
も

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
お
母
さ

ん
方
に
も
絵
本
と
の
ふ
れ
合
い
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
親
子
の
絆
を

強
め
て
も
ら
え
る
よ
う
な
活
動
を

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
 

す
。
 

��

創立３０周年 音訳ボランティアあじさいの会創立３０周年 音訳ボランティアあじさいの会

緑苑小での読みきかせの様子 

昨
年
の
様
子 
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　8月は社会福祉協議会の会員募集月間です。このたび会員募集・会
費納入の受付のため、下記のとおり平日夜間及び日曜日にも開庁しま
す。どうぞご利用ください。 
①8月28日（日）と9月4日（日）　午前8時30分から午後5時15分 
②8月29日（月）～9月2日（金）　各曜日とも午後8時まで 

職 

員 

募 

集 

（敬称略・順不同　平成23年4月11日～平成23年6月10日） 

61,174円 

9,000円 

・夢屋各務原店 

・舟田　政嘉 

・山口車体工業株式会社 

・堀　美鈴 

・匿名1件 

金　銭 

物　品 

善意のご寄付をいただき 
誠にありがとうございました 

・鵜沼地区歌謡教室　 

　チャリティ合同発表会実行委員会 

 

・波多野　耕三 

 

日時　9月11日（日）午前9時～午後3時 
会場　各務原市民会館（中央町） 

ミニＳＬに乗ろう、森のさんぷる屋さん、パフォーマ
ンスショー、各種バザー、活動展示など楽しさ盛りだ
くさん。お誘い合わせの上、お出かけ下さい。 

予告 

昨年度フェスティバルでのひとコマ。今年も楽しいからみ昨年度フェスティバルでのひとコマ。今年も楽しいからみんなで来てね！んなで来てね！！ 昨年度フェスティバルでのひとコマ。今年も楽しいからみんなで来てね！！ 

私
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せ
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か
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会費募集に伴う平日夜間延長及び 

　　　　　　 休日の窓口開庁のお知らせ 

会費募集に伴う平日夜間延長及び 

　　　　　　 休日の窓口開庁のお知らせ 

会費募集に伴う平日夜間延長及び 

　　　　　　 休日の窓口開庁のお知らせ 
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